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泉
南
市
は
１
９
７
０
年

（
昭
和
４
５
年
）
７
月
１
日

に
市
制
を
施
行
し
、
令
和
２

年
に
市
制
施
行
５
０
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た

り
泉
南
市
の
市
政
発
展
に
尽

力
し
、
地
域
社
会
に
対
し
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
て
き
た
団

体
へ
、
そ
の
功
績
に
敬
意
を

表
し
、
市
長
よ
り
感
謝
状
の

贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
５

０
周
年
記
念
式
典
が
中
止
に

な
り
、
市
役
所
本
館
に
て
複

数
回
に
分
け
て
贈
呈
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

私
た
ち
泉
南
市
人
権
啓
発

推
進
協
議
会
か
ら
は
南
会
長

が
出
席
し
ま
し
た
。
ま
た
、

新
家
、
雄
信
、
樽
井
、
一
丘
、

砂
川
、
西
信
達
、
東
、
信
達

の
各
校
区
人
権
啓
発
推
進
協

議
会
、
岸
和
田
人
権
擁
護
委

議
会
、
岸
和
田
人
権
擁
護
委

員
協
議
会
泉
南
市
地
区
委
員

会
、
泉
南
市
事
業
所
人
権
推

進
連
絡
会
の
各
委
員
長
も
市

長
よ
り
感
謝
状
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

 

贈
呈
式
の
後
に
は
市
長
と

の
懇
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

活
動
に
つ
い
て
の
労
い
や
激

励
の
言
葉
、
泉
南
ロ
ン
グ
パ

ー
ク
の
話
題
な
ど
、
和
気
あ

い
あ
い
と
し
た
時
間
と
な
り

ま
し
た
。 

私
た
ち
泉
南
市
人
権
啓
発

推
進
協
議
会
は
、
こ
れ
か
ら

も
行
政
や
関
係
団
体
と
協
働

し
な
が
ら
、
地
域
と
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
、
人
権
の
大

切
さ
を
伝
え
る
活
動
を
続
け

て
い
き
ま
す
。
今
後
と
も
み

な
さ
ま
の
ご
支
援
・
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 

毎
年
文
化
ホ
ー
ル
に
お
き

ま
し
て
「
非
核
平
和
の
集
い
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
今
年

度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
た
め
、
文
化
ホ
ー
ル

で
の
実
施
は
見
送
り
、
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
平
和

パ
ネ
ル
展
」
を
開
催
し
ま
し

た
。 会

場
で
は
、
広
島
と
長
崎
の

原
爆
に
関
す
る
パ
ネ
ル
や
戦

時
下
の
堺
の
様
子
が
わ
か
る

パ
ネ
ル
を
展
示
し
ま
し
た
。
ま

た
、
お
弁
当
箱
や
も
ん
ぺ
な
ど

戦
時
中
の
生
活
の
一
端
が
う

か
が
え
る
資
料
の
展
示
や
ビ

デ
オ
上
映
も
行
い
ま
し
た
。 

期
間
中
は
、
大
人
か
ら
子
ど

も
ま
で
１
２
０
名
の
方
に
ご

来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
パ
ネ

ル
や
展
示
物
を
見
て
い
る
来

場
者
の
方
々
か
ら
は
「
知
ら
な

か
っ
た
ぁ
」「
や
っ
ぱ
り
恐
ろ

し
い
な
ぁ
」
と
い
う
声
が
聞
こ

え
て
き
ま
し
た
。 

改
め
て
、
原
爆
（
核
兵
器
）

の
悲
惨
さ
や
平
和
の
尊
さ
を

認
識
す
る
と
と
も
に
、
戦
争
を

１
９
４
５
年
８
月
６
日 

広
島
に
世
界
で
初
め
て
原
子

爆
弾
が
投
下
さ
れ
、
甚
大
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。現
在
、

原
爆
ド
ー
ム
（
旧
産
業
奨
励

館
）
は
世
界
文
化
遺
産
に
登

録
さ
れ
て
い
ま
す
。 

原
爆
ド
ー
ム
の
画
像
は
、

国
内
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

世
界
各
国
の
人
々
に
も
印
象

深
く
脳
裏
に
お
さ
め
ら
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
同
時
に
、

戦
争
の
恐
ろ
し
さ
、
愚
か
さ

も
感
じ
ら
れ
た
こ
と
と
想
像

し
て
い
ま
す
。 

当
時
、
私
は
小
学
生
で
し

た
か
ら
、
そ
れ
ほ
ど
深
い
思

い
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
大
人
に
な
り
、
教

職
に
つ
い
た
頃
か
ら
、
平
和

へ
の
願
い
が
だ
ん
だ
ん
強
く

な
り
ま
し
た
。 

１
９
９
３
年
、
６
年
生
の

担
任
に
な
っ
た
と
き
、
修
学

旅
行
の
行
先
を
、
こ
れ
ま
で

の
伊
勢
志
摩
方
面
か
ら
広
島

に
変
更
し
ま
し
た
。
旅
行
で

児
童
に
何
を
学
ん
で
も
ら
う

知
ら
な
い
子
ど
も
た
ち
へ
引

き
継
い
で
い
く
必
要
が
あ
る

と
感
じ
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。 ま

た
、
同
時
に
、
７
月
１

日
か
ら
８
月
３
１
日
ま
で
、

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
ロ
ビ

ー
に
折
り
鶴
コ
ー
ナ
ー
を
設

置
し
、
パ
ネ
ル
展
来
場
者
及

び
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
利

用
者
の
方
々
に
、
折
り
鶴
を

つ
く
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 一

人
一
人
の
平
和
に
対
す

る
想
い
が
込
め
ら
れ
た
鶴
の

数
は
、
目
標
の
千
羽
を
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
本
当
に
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
千
羽
鶴

は
、
広
島
に
あ
る
平
和
公
園

内
の
子
ど
も
の
像
に
飾
っ
て

も
ら
い
ま
す
。 

の
が
良
い
の
か
考
え
た
と

き
、
何
よ
り
も
平
和
の
尊
さ

を
学
ん
で
ほ
し
か
っ
た
か
ら

で
す
。
保
護
者
の
方
々
の
ご

理
解
と
ご
支
援
を
頂
き
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

広
島
平
和
公
園
資
料
館
見

学
で
、
今
で
も
強
烈
に
印
象

に
残
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
一
つ
は
、
一
升

瓶
が
ま
る
で
飴
細
工
の
よ
う

に
変
形
し
て
い
た
こ
と
で

す
。
も
う
一
つ
は
、
石
段
の

途
中
に
人
影
が
残
っ
て
い
た

こ
と
で
す
。
お
そ
ら
く
、
石

段
を
登
っ
て
い
る
時
に
投
下

さ
れ
、
そ
の
影
が
で
き
た
と
思

わ
れ
ま
す
。 

当
時
の
児
童
も
現
在
で
は
、

立
派
な
大
人
に
な
り
各
方
面

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
広
島
で
学
習
し
た
こ

と
が
生
か
さ
れ
て
い
る
と
信

じ
て
い
ま
す
。 

砂
川
校
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マスク越しの会話はもどかしい。けれ

ど外せない。そんなイレギュラーな状

況が長引く中、各分野の方々による涙

ぐましい努力、創意工夫に敬意を表し

たいと思います。我々の身近では、リ

モートによる会話が拡がり、ライブ配

信なども楽しめるようになりました。

こんな時だからこそ人と人とが繋がり

合うこと、思いを伝えることの大切さ

を感じずにはいられません。 
「きずな新聞」も多くの方々の思いを

受信、発信する一助となるようますま

す努力してまいります。皆様方による

たくさんの発信をお待ちしています。 
 

（企画委員会 編集委員） 
 ④ ① 

＜発 行＞ 

泉南市人権啓発

推 進 協 議 会 

2020 平和パネル展 
泉南市では、昭和５９年に非核平和都市宣言を行い、毎年８月を非核平和月間と定め

ています。今年度は、8 月 3 日（月）～9 日（日）まで、泉南市立市民交流センターにお

きまして、「平和パネル展～原爆展・戦時下の堺・平和と学び～」を開催しました。 

新家校区 

西信達校区 

樽井校区 

砂川校区 

東校区 

一丘校区 

岸和田人権擁護委員協

議会泉南市地区委員会 

泉南市人権啓発推進協議会 

雄信校区 

信達校区 

～戦後 75 年、平和に対する想い～ 
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平和をもとめて 
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② 

い
ハ
ン
デ
を
跳
ね
除
け
緒
戦
勝

利
、
そ
の
後
３
勝
１
敗
で
見
事
史

上
最
年
少
で
タ
イ
ト
ル
を
奪
取

し
ま
し
た
。 

③
更
に
、
こ
れ
も
タ
イ
ト
ル
の
一

つ
王
位
戦
で
は
、
挑
戦
者
決
定
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
決
勝
で
永
瀬
拓
矢

２
冠
に
勝
ち
挑
戦
権
獲
得
、
４
連

勝
で
木
村
一
基
王
位
か
ら
タ
イ

ト
ル
を
奪
取
、
ま
た
も
や
最
年
少

で
２
冠
と
八
段
昇
段
を
果
た
し

ま
し
た
。 

プ
ロ
棋
士
は
勝
て
ば
勝
つ
ほ

ど
実
力
上
位
者
と
の
対
局
が
増

え
る
の
で
、
一
流
と
言
わ
れ
る
上

位
１
割
の
中
で
さ
ら
に
勝
率
６

割
を
超
え
る
数
人
が
超
一
流
、
こ

の
あ
た
り
で
な
い
と
タ
イ
ト
ル

ホ
ル
ダ
ー
や
Ａ
級
棋
士
に
は
な

れ
ま
せ
ん
。
３
年
前
、
藤
井
棋
聖

が
１
５
歳
の
中
学
生
棋
士
と
し

て
デ
ビ
ュ
ー
直
後
か
ら
２
９
連

勝
し
連
勝
記
録
を
更
新
し
ま
し

た
が
、
対
局
相
手
は
若
手
や
中

堅
、
や
や
力
の
落
ち
た
ベ
テ
ラ
ン

が
多
か
っ
た
の
も
事
実
で
す
。
そ

の
後
も
順
調
に
勝
星
を
積
み
重

ね
昇
段
し
て
き
ま
し
た
が
順
位

戦
は
上
か
ら
３
番
目
の
Ｂ
級
２

組
で
名
人
挑
戦
は
最
短
で
も

と
応
用
が
利
か
な
い
。
ソ
フ
ト
を

研
究
に
使
う
だ
け
で
は
強
く
な

ら
な
い
の
で
、
改
め
て
自
分
で
考

え
る
と
い
う
事
は
意
識
し
て
い

ま
す
」
と
も
語
っ
て
い
ま
す
。 

現
在
『
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感

染
者
や
そ
の
家
族
』
、『
最
前
線
に

立
つ
医
療
関
係
者
』
、『
長
距
離
輸

送
を
伴
う
物
流
関
係
者
』
へ
の
い

わ
れ
な
き
差
別
が
社
会
問
題
化

し
、
日
常
生
活
や
社
会
活
動
・
経

済
活
動
へ
の
影
響
が
さ
ら
に
大

き
く
な
り
、
コ
ロ
ナ
と
共
存
す
る

社
会
を
目
指
す
動
き
が
加
速
し

て
い
ま
す
。 

将
棋
で
６
億
手
先
を
読
む
な

ど
私
た
ち
に
は
到
底
及
ば
な
い

次
元
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
と
の
共
存

に
つ
い
て
、
私
た
ち
は
人
権
啓
発

に
携
わ
る
者
と
し
て
、
Ａ
Ｉ
の
出

す
よ
う
な
効
率
一
辺
倒
の
手
で

は
な
く
、
相
手
を
思
い
や
る
次
の

一
手
を
指
し
た
い
、
そ
し
て
そ
の

一
手
は
国
や
自
治
体
任
せ
に
す

る
こ
と
な
く
、
自
分
た
ち
で
考
え

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 

西
信
達
校
区 

柿
本 

繁
雄 

 

４
月
７
日
に
緊
急
事
態
宣
言

が
出
さ
れ
て
以
来
、
私
た
ち
の
生

活
が
一
変
し
ま
し
た
が
、
振
り
返

れ
ば
、
こ
の
間
最
善
を
尽
く
す
こ

と
が
出
来
た
か
、
反
省
す
る
人
も

多
い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
今

回
、
将
棋
の
最
年
少
棋
士
・
藤
井

聡
太
七
段
（
当
時
）
の
例
を
紹
介

し
、
我
々
が
と
る
べ
き
行
動
を
考

え
た
い
と
思
い
ま
す
。 

藤
井
七
段
は
愛
知
県
瀬
戸
市

在
住
、
普
段
は
東
京
か
大
阪
の
将

棋
会
館
で
毎
月
５
局
ほ
ど
対
局

し
、
対
局
の
無
い
日
は
名
古
屋
市

の
学
校
に
通
う
高
校
３
年
生
で
、

彼
以
外
に
は
高
校
は
お
ろ
か
大

学
生
も
い
ま
せ
ん
。
緊
急
事
態
宣

言
以
降
、
遠
距
離
の
移
動
が
出
来

な
く
な
り
藤
井
七
段
の
対
局
は

全
て
延
期
、
高
校
も
休
み
で
自
宅

で
将
棋
の
研
究
を
す
る
毎
日
で

し
た
。
一
方
大
半
の
棋
士
は
首
都

圏
か
京
阪
神
在
住
で
、
エ
リ
ア
内

の
棋
士
と
の
対
局
は
予
定
通
り

進
行
、
対
局
の
無
い
日
は
仲
間
と

研
究
会
を
す
る
な
ど
、
対
局
ペ
ー

ス
は
落
ち
て
も
、
例
年
と
さ
ほ
ど

変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
、
そ
れ

ま
で
藤
井
七
段
が
勝
ち
進
ん
で

い
た
複
数
の
棋
戦
が
一
気
に
再

開
、
例
を
見
な
い
ハ
ー
ド
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
な
り
ま
し
た
。
具
体
的

に
は
、
４
月
１
０
日
を
最
後
に
６

月
２
日
ま
で
２
か
月
近
く
対
局

無
し
、
再
開
後
は
６
月
９
局
、
７

月
１
０
局
と
２
か
月
で
１
９
局
、

地
元
愛
知
で
の
１
局
以
外
は
全

て
移
動
を
伴
う
対
局
で
し
た
。
そ

れ
で
も
こ
の
間
の
成
績
は
１
６

勝
３
敗
で
勝
率
８
割
４
分
２
厘
、

さ
ら
に
驚
く
べ
き
は
勝
利
を
収

め
た
そ
の
対
戦
相
手
で
す
。 

➀
銀
河
戦
で
は
、
約
１
７
０
名
の

プ
ロ
棋
士
の
上
位
１
０
人
に
あ

た
る
順
位
戦
Ａ
級
在
籍
の
稲
葉

陽
八
段
と
羽
生
善
治
九
段
を
連

破
し
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進

出 ②
タ
イ
ト
ル
戦
の
棋
聖
戦
で
は
、

６
月
２
日
の
挑
戦
者
決
定
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
の
準
決
勝
で
前
名
人

で
Ａ
級
の
佐
藤
天
彦
九
段
を
破

り
、
中
一
日
お
い
た
６
月
４
日
の

決
勝
で
叡
王
と
王
座
、
２
つ
の
タ

イ
ト
ル
を
保
持
す
る
永
瀬
拓
矢

２
冠
も
撃
破
、
返
す
刀
で
臨
ん
だ

６
月
８
日
の
渡
辺
明
３
冠
（
棋

王
・
王
将
・
棋
聖
を
保
持
）
と
の

５
番
勝
負
、
研
究
も
十
分
出
来
な

３
年
先
、
そ
の
他
の
タ
イ
ト
ル

戦
も
挑
戦
権
獲
得
に
は
届
か

ず
、
や
や
足
踏
み
状
態
で
し

た
。
そ
ん
な
中
、
コ
ロ
ナ
禍
で

の
対
局
中
断
を
経
て
一
気
に
ト

ッ
プ
ギ
ア
に
入
れ
、
強
豪
を
撃
破

し
て
き
た
の
で
す
。
と
り
わ
け
渡

辺
明
３
冠
と
の
棋
聖
戦
第
２
局

の
６
１
手
目
に
指
し
た
『
３
一

銀
』
は
、
攻
め
に
使
う
持
ち
駒
の

銀
を
自
陣
の
守
り
に
使
う
異
例

の
手
で
、
対
局
中
に
Ａ
Ｉ
将
棋
ソ

フ
ト
が
４
億
手
読
ん
で
も
発
見

出
来
ず
、
対
局
後
に
６
億
手
読
ま

せ
た
ら
最
善
手
と
判
断
し
た
事

が
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
な
ど
で
取
り

上
げ
ら
れ
、
Ａ
Ｉ
超
え
と
も
い
わ

れ
ま
し
た
。 

棋
聖
獲
得
後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
で
、
「
対
局
が
な
い
間
、
じ
っ

く
り
と
自
分
の
将
棋
と
向
き
合

え
た
。
序
盤
の
定
跡
を
自
分
な
り

に
整
理
し
た
」
と
語
っ
て
い
ま

す
。
又
こ
の
間
将
棋
の
ソ
フ
ト
を

使
っ
た
研
究
を
深
め
（
愛
知
在
住

の
棋
士
が
少
な
く
研
究
す
る
仲

間
が
い
な
い
）
、「
ソ
フ
ト
の
評
価

や
読
み
筋
を
見
て
、
自
分
で
理
由

付
け
が
出
来
る
事
を
考
え
る
よ

う
に
し
た
。
理
由
が
わ
か
ら
な
い

③ 

不要不急の外出を

控えて、近所への

散歩やメダカの観

察をしていた。 

スポーツ中継に

観客がいないの

が寂しかった。 

家に引きこもってテレビや

新聞でわからなかった言葉

をインターネットで調べた

り、それを表にしたりしてい

た。 

遠くの人に会え

ないので、電話が

増えた。 

結婚式や新婚旅行

ができなくなった。

延期になって残念。 

SNS で外出して

いる人を見かけ

ると、モヤモヤ

した。 

 

ドラマや映画、コン

サートの映像など

スマホで見ていた。

YouTube にもハマ

った。外出自粛を理

由にたくさん見れ

て楽しかった。 

好きな野球や競馬、美

術館など行けなくなった

が、7 月以降は和歌山に

市民図書館ができたの

で、通うようになった。 

子どもが在宅勤務

になったので、家

事をやってもらう

ことができたのが

よかった。 

 

まだまだコロナとの共存は続きますが、みんなで乗り越えましょう！ 

買い物に行く回

数が減った。 

 

 

ネットでの買い物

が増えた。 
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② 

い
ハ
ン
デ
を
跳
ね
除
け
緒
戦
勝

利
、
そ
の
後
３
勝
１
敗
で
見
事
史

上
最
年
少
で
タ
イ
ト
ル
を
奪
取

し
ま
し
た
。 

③
更
に
、
こ
れ
も
タ
イ
ト
ル
の
一

つ
王
位
戦
で
は
、
挑
戦
者
決
定
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
決
勝
で
永
瀬
拓
矢

２
冠
に
勝
ち
挑
戦
権
獲
得
、
４
連

勝
で
木
村
一
基
王
位
か
ら
タ
イ

ト
ル
を
奪
取
、
ま
た
も
や
最
年
少

で
２
冠
と
八
段
昇
段
を
果
た
し

ま
し
た
。 

プ
ロ
棋
士
は
勝
て
ば
勝
つ
ほ

ど
実
力
上
位
者
と
の
対
局
が
増

え
る
の
で
、
一
流
と
言
わ
れ
る
上

位
１
割
の
中
で
さ
ら
に
勝
率
６

割
を
超
え
る
数
人
が
超
一
流
、
こ

の
あ
た
り
で
な
い
と
タ
イ
ト
ル

ホ
ル
ダ
ー
や
Ａ
級
棋
士
に
は
な

れ
ま
せ
ん
。
３
年
前
、
藤
井
棋
聖

が
１
５
歳
の
中
学
生
棋
士
と
し

て
デ
ビ
ュ
ー
直
後
か
ら
２
９
連

勝
し
連
勝
記
録
を
更
新
し
ま
し

た
が
、
対
局
相
手
は
若
手
や
中

堅
、
や
や
力
の
落
ち
た
ベ
テ
ラ
ン

が
多
か
っ
た
の
も
事
実
で
す
。
そ

の
後
も
順
調
に
勝
星
を
積
み
重

ね
昇
段
し
て
き
ま
し
た
が
順
位

戦
は
上
か
ら
３
番
目
の
Ｂ
級
２

組
で
名
人
挑
戦
は
最
短
で
も

と
応
用
が
利
か
な
い
。
ソ
フ
ト
を

研
究
に
使
う
だ
け
で
は
強
く
な

ら
な
い
の
で
、
改
め
て
自
分
で
考

え
る
と
い
う
事
は
意
識
し
て
い

ま
す
」
と
も
語
っ
て
い
ま
す
。 

現
在
『
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感

染
者
や
そ
の
家
族
』
、『
最
前
線
に

立
つ
医
療
関
係
者
』
、『
長
距
離
輸

送
を
伴
う
物
流
関
係
者
』
へ
の
い

わ
れ
な
き
差
別
が
社
会
問
題
化

し
、
日
常
生
活
や
社
会
活
動
・
経

済
活
動
へ
の
影
響
が
さ
ら
に
大

き
く
な
り
、
コ
ロ
ナ
と
共
存
す
る

社
会
を
目
指
す
動
き
が
加
速
し

て
い
ま
す
。 

将
棋
で
６
億
手
先
を
読
む
な

ど
私
た
ち
に
は
到
底
及
ば
な
い

次
元
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
と
の
共
存

に
つ
い
て
、
私
た
ち
は
人
権
啓
発

に
携
わ
る
者
と
し
て
、
Ａ
Ｉ
の
出

す
よ
う
な
効
率
一
辺
倒
の
手
で

は
な
く
、
相
手
を
思
い
や
る
次
の

一
手
を
指
し
た
い
、
そ
し
て
そ
の

一
手
は
国
や
自
治
体
任
せ
に
す

る
こ
と
な
く
、
自
分
た
ち
で
考
え

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 

西
信
達
校
区 

柿
本 

繁
雄 

 

４
月
７
日
に
緊
急
事
態
宣
言

が
出
さ
れ
て
以
来
、
私
た
ち
の
生

活
が
一
変
し
ま
し
た
が
、
振
り
返

れ
ば
、
こ
の
間
最
善
を
尽
く
す
こ

と
が
出
来
た
か
、
反
省
す
る
人
も

多
い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
今

回
、
将
棋
の
最
年
少
棋
士
・
藤
井

聡
太
七
段
（
当
時
）
の
例
を
紹
介

し
、
我
々
が
と
る
べ
き
行
動
を
考

え
た
い
と
思
い
ま
す
。 

藤
井
七
段
は
愛
知
県
瀬
戸
市

在
住
、
普
段
は
東
京
か
大
阪
の
将

棋
会
館
で
毎
月
５
局
ほ
ど
対
局

し
、
対
局
の
無
い
日
は
名
古
屋
市

の
学
校
に
通
う
高
校
３
年
生
で
、

彼
以
外
に
は
高
校
は
お
ろ
か
大

学
生
も
い
ま
せ
ん
。
緊
急
事
態
宣

言
以
降
、
遠
距
離
の
移
動
が
出
来

な
く
な
り
藤
井
七
段
の
対
局
は

全
て
延
期
、
高
校
も
休
み
で
自
宅

で
将
棋
の
研
究
を
す
る
毎
日
で

し
た
。
一
方
大
半
の
棋
士
は
首
都

圏
か
京
阪
神
在
住
で
、
エ
リ
ア
内

の
棋
士
と
の
対
局
は
予
定
通
り

進
行
、
対
局
の
無
い
日
は
仲
間
と

研
究
会
を
す
る
な
ど
、
対
局
ペ
ー

ス
は
落
ち
て
も
、
例
年
と
さ
ほ
ど

変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
、
そ
れ

ま
で
藤
井
七
段
が
勝
ち
進
ん
で

い
た
複
数
の
棋
戦
が
一
気
に
再

開
、
例
を
見
な
い
ハ
ー
ド
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
な
り
ま
し
た
。
具
体
的

に
は
、
４
月
１
０
日
を
最
後
に
６

月
２
日
ま
で
２
か
月
近
く
対
局

無
し
、
再
開
後
は
６
月
９
局
、
７

月
１
０
局
と
２
か
月
で
１
９
局
、

地
元
愛
知
で
の
１
局
以
外
は
全

て
移
動
を
伴
う
対
局
で
し
た
。
そ

れ
で
も
こ
の
間
の
成
績
は
１
６

勝
３
敗
で
勝
率
８
割
４
分
２
厘
、

さ
ら
に
驚
く
べ
き
は
勝
利
を
収

め
た
そ
の
対
戦
相
手
で
す
。 

➀
銀
河
戦
で
は
、
約
１
７
０
名
の

プ
ロ
棋
士
の
上
位
１
０
人
に
あ

た
る
順
位
戦
Ａ
級
在
籍
の
稲
葉

陽
八
段
と
羽
生
善
治
九
段
を
連

破
し
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進

出 ②
タ
イ
ト
ル
戦
の
棋
聖
戦
で
は
、

６
月
２
日
の
挑
戦
者
決
定
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
の
準
決
勝
で
前
名
人

で
Ａ
級
の
佐
藤
天
彦
九
段
を
破

り
、
中
一
日
お
い
た
６
月
４
日
の

決
勝
で
叡
王
と
王
座
、
２
つ
の
タ

イ
ト
ル
を
保
持
す
る
永
瀬
拓
矢

２
冠
も
撃
破
、
返
す
刀
で
臨
ん
だ

６
月
８
日
の
渡
辺
明
３
冠
（
棋

王
・
王
将
・
棋
聖
を
保
持
）
と
の

５
番
勝
負
、
研
究
も
十
分
出
来
な

３
年
先
、
そ
の
他
の
タ
イ
ト
ル

戦
も
挑
戦
権
獲
得
に
は
届
か

ず
、
や
や
足
踏
み
状
態
で
し

た
。
そ
ん
な
中
、
コ
ロ
ナ
禍
で

の
対
局
中
断
を
経
て
一
気
に
ト

ッ
プ
ギ
ア
に
入
れ
、
強
豪
を
撃
破

し
て
き
た
の
で
す
。
と
り
わ
け
渡

辺
明
３
冠
と
の
棋
聖
戦
第
２
局

の
６
１
手
目
に
指
し
た
『
３
一

銀
』
は
、
攻
め
に
使
う
持
ち
駒
の

銀
を
自
陣
の
守
り
に
使
う
異
例

の
手
で
、
対
局
中
に
Ａ
Ｉ
将
棋
ソ

フ
ト
が
４
億
手
読
ん
で
も
発
見

出
来
ず
、
対
局
後
に
６
億
手
読
ま

せ
た
ら
最
善
手
と
判
断
し
た
事

が
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
な
ど
で
取
り

上
げ
ら
れ
、
Ａ
Ｉ
超
え
と
も
い
わ

れ
ま
し
た
。 

棋
聖
獲
得
後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
で
、
「
対
局
が
な
い
間
、
じ
っ

く
り
と
自
分
の
将
棋
と
向
き
合

え
た
。
序
盤
の
定
跡
を
自
分
な
り

に
整
理
し
た
」
と
語
っ
て
い
ま

す
。
又
こ
の
間
将
棋
の
ソ
フ
ト
を

使
っ
た
研
究
を
深
め
（
愛
知
在
住

の
棋
士
が
少
な
く
研
究
す
る
仲

間
が
い
な
い
）
、「
ソ
フ
ト
の
評
価

や
読
み
筋
を
見
て
、
自
分
で
理
由

付
け
が
出
来
る
事
を
考
え
る
よ

う
に
し
た
。
理
由
が
わ
か
ら
な
い

③ 

不要不急の外出を

控えて、近所への

散歩やメダカの観

察をしていた。 

スポーツ中継に

観客がいないの

が寂しかった。 

家に引きこもってテレビや

新聞でわからなかった言葉

をインターネットで調べた

り、それを表にしたりしてい

た。 

遠くの人に会え

ないので、電話が

増えた。 

結婚式や新婚旅行

ができなくなった。

延期になって残念。 

SNS で外出して

いる人を見かけ

ると、モヤモヤ

した。 

 

ドラマや映画、コン

サートの映像など

スマホで見ていた。

YouTube にもハマ

った。外出自粛を理

由にたくさん見れ

て楽しかった。 

好きな野球や競馬、美

術館など行けなくなった

が、7 月以降は和歌山に

市民図書館ができたの

で、通うようになった。 

子どもが在宅勤務

になったので、家

事をやってもらう

ことができたのが

よかった。 

 

まだまだコロナとの共存は続きますが、みんなで乗り越えましょう！ 

買い物に行く回

数が減った。 

 

 

ネットでの買い物

が増えた。 
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泉
南
市
は
１
９
７
０
年

（
昭
和
４
５
年
）
７
月
１
日

に
市
制
を
施
行
し
、
令
和
２

年
に
市
制
施
行
５
０
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た

り
泉
南
市
の
市
政
発
展
に
尽

力
し
、
地
域
社
会
に
対
し
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
て
き
た
団

体
へ
、
そ
の
功
績
に
敬
意
を

表
し
、
市
長
よ
り
感
謝
状
の

贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
５

０
周
年
記
念
式
典
が
中
止
に

な
り
、
市
役
所
本
館
に
て
複

数
回
に
分
け
て
贈
呈
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

私
た
ち
泉
南
市
人
権
啓
発

推
進
協
議
会
か
ら
は
南
会
長

が
出
席
し
ま
し
た
。
ま
た
、

新
家
、
雄
信
、
樽
井
、
一
丘
、

砂
川
、
西
信
達
、
東
、
信
達

の
各
校
区
人
権
啓
発
推
進
協

議
会
、
岸
和
田
人
権
擁
護
委

議
会
、
岸
和
田
人
権
擁
護
委

員
協
議
会
泉
南
市
地
区
委
員

会
、
泉
南
市
事
業
所
人
権
推

進
連
絡
会
の
各
委
員
長
も
市

長
よ
り
感
謝
状
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

 

贈
呈
式
の
後
に
は
市
長
と

の
懇
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

活
動
に
つ
い
て
の
労
い
や
激

励
の
言
葉
、
泉
南
ロ
ン
グ
パ

ー
ク
の
話
題
な
ど
、
和
気
あ

い
あ
い
と
し
た
時
間
と
な
り

ま
し
た
。 

私
た
ち
泉
南
市
人
権
啓
発

推
進
協
議
会
は
、
こ
れ
か
ら

も
行
政
や
関
係
団
体
と
協
働

し
な
が
ら
、
地
域
と
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
、
人
権
の
大

切
さ
を
伝
え
る
活
動
を
続
け

て
い
き
ま
す
。
今
後
と
も
み

な
さ
ま
の
ご
支
援
・
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 

毎
年
文
化
ホ
ー
ル
に
お
き

ま
し
て
「
非
核
平
和
の
集
い
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
今
年

度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
た
め
、
文
化
ホ
ー
ル

で
の
実
施
は
見
送
り
、
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
平
和

パ
ネ
ル
展
」
を
開
催
し
ま
し

た
。 会

場
で
は
、
広
島
と
長
崎
の

原
爆
に
関
す
る
パ
ネ
ル
や
戦

時
下
の
堺
の
様
子
が
わ
か
る

パ
ネ
ル
を
展
示
し
ま
し
た
。
ま

た
、
お
弁
当
箱
や
も
ん
ぺ
な
ど

戦
時
中
の
生
活
の
一
端
が
う

か
が
え
る
資
料
の
展
示
や
ビ

デ
オ
上
映
も
行
い
ま
し
た
。 

期
間
中
は
、
大
人
か
ら
子
ど

も
ま
で
１
２
０
名
の
方
に
ご

来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
パ
ネ

ル
や
展
示
物
を
見
て
い
る
来

場
者
の
方
々
か
ら
は
「
知
ら
な

か
っ
た
ぁ
」「
や
っ
ぱ
り
恐
ろ

し
い
な
ぁ
」
と
い
う
声
が
聞
こ

え
て
き
ま
し
た
。 

改
め
て
、
原
爆
（
核
兵
器
）

の
悲
惨
さ
や
平
和
の
尊
さ
を

認
識
す
る
と
と
も
に
、
戦
争
を

１
９
４
５
年
８
月
６
日 

広
島
に
世
界
で
初
め
て
原
子

爆
弾
が
投
下
さ
れ
、
甚
大
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。現
在
、

原
爆
ド
ー
ム
（
旧
産
業
奨
励

館
）
は
世
界
文
化
遺
産
に
登

録
さ
れ
て
い
ま
す
。 

原
爆
ド
ー
ム
の
画
像
は
、

国
内
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

世
界
各
国
の
人
々
に
も
印
象

深
く
脳
裏
に
お
さ
め
ら
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
同
時
に
、

戦
争
の
恐
ろ
し
さ
、
愚
か
さ

も
感
じ
ら
れ
た
こ
と
と
想
像

し
て
い
ま
す
。 

当
時
、
私
は
小
学
生
で
し

た
か
ら
、
そ
れ
ほ
ど
深
い
思

い
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
大
人
に
な
り
、
教

職
に
つ
い
た
頃
か
ら
、
平
和

へ
の
願
い
が
だ
ん
だ
ん
強
く

な
り
ま
し
た
。 

１
９
９
３
年
、
６
年
生
の

担
任
に
な
っ
た
と
き
、
修
学

旅
行
の
行
先
を
、
こ
れ
ま
で

の
伊
勢
志
摩
方
面
か
ら
広
島

に
変
更
し
ま
し
た
。
旅
行
で

児
童
に
何
を
学
ん
で
も
ら
う

知
ら
な
い
子
ど
も
た
ち
へ
引

き
継
い
で
い
く
必
要
が
あ
る

と
感
じ
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。 ま

た
、
同
時
に
、
７
月
１

日
か
ら
８
月
３
１
日
ま
で
、

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
ロ
ビ

ー
に
折
り
鶴
コ
ー
ナ
ー
を
設

置
し
、
パ
ネ
ル
展
来
場
者
及

び
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
利

用
者
の
方
々
に
、
折
り
鶴
を

つ
く
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 一

人
一
人
の
平
和
に
対
す

る
想
い
が
込
め
ら
れ
た
鶴
の

数
は
、
目
標
の
千
羽
を
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
本
当
に
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
千
羽
鶴

は
、
広
島
に
あ
る
平
和
公
園

内
の
子
ど
も
の
像
に
飾
っ
て

も
ら
い
ま
す
。 

の
が
良
い
の
か
考
え
た
と

き
、
何
よ
り
も
平
和
の
尊
さ

を
学
ん
で
ほ
し
か
っ
た
か
ら

で
す
。
保
護
者
の
方
々
の
ご

理
解
と
ご
支
援
を
頂
き
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

広
島
平
和
公
園
資
料
館
見

学
で
、
今
で
も
強
烈
に
印
象

に
残
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
一
つ
は
、
一
升

瓶
が
ま
る
で
飴
細
工
の
よ
う

に
変
形
し
て
い
た
こ
と
で

す
。
も
う
一
つ
は
、
石
段
の

途
中
に
人
影
が
残
っ
て
い
た

こ
と
で
す
。
お
そ
ら
く
、
石

段
を
登
っ
て
い
る
時
に
投
下

さ
れ
、
そ
の
影
が
で
き
た
と
思

わ
れ
ま
す
。 

当
時
の
児
童
も
現
在
で
は
、

立
派
な
大
人
に
な
り
各
方
面

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
広
島
で
学
習
し
た
こ

と
が
生
か
さ
れ
て
い
る
と
信

じ
て
い
ま
す
。 

砂
川
校
区 
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マスク越しの会話はもどかしい。けれ

ど外せない。そんなイレギュラーな状

況が長引く中、各分野の方々による涙

ぐましい努力、創意工夫に敬意を表し

たいと思います。我々の身近では、リ

モートによる会話が拡がり、ライブ配

信なども楽しめるようになりました。

こんな時だからこそ人と人とが繋がり

合うこと、思いを伝えることの大切さ

を感じずにはいられません。 
「きずな新聞」も多くの方々の思いを

受信、発信する一助となるようますま

す努力してまいります。皆様方による

たくさんの発信をお待ちしています。 
 

（企画委員会 編集委員） 
 ④ ① 

＜発 行＞ 

泉南市人権啓発

推 進 協 議 会 

2020 平和パネル展 
泉南市では、昭和５９年に非核平和都市宣言を行い、毎年８月を非核平和月間と定め

ています。今年度は、8 月 3 日（月）～9 日（日）まで、泉南市立市民交流センターにお

きまして、「平和パネル展～原爆展・戦時下の堺・平和と学び～」を開催しました。 

新家校区 

西信達校区 
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一丘校区 

岸和田人権擁護委員協

議会泉南市地区委員会 

泉南市人権啓発推進協議会 

雄信校区 

信達校区 

～戦後 75 年、平和に対する想い～ 

原爆ドーム 

平和をもとめて 

市長より感謝状を 
い た だ き ま し た 

 


